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要 約
本研究は、学習者が運動の技術習得において、その運動の指導によってどのように変容するか
を評価調査という形式で明らかにすることを目的とした。とりわけ今回は、初心者に対するバレー
ボールのスパイク技術の習得に着目し、これまで実施してきた指導方法に新たな視点を加え、そ
の有効性を検討することも試みた。
スパイクの技術指導においては、一般に助走に入る前の体勢と位置の取り方、助走から踏み切
り時のステップの仕方、ジャンプの仕方、腕のバックスイングとボールへのミートの仕方、そし
て着地時の姿勢と次の動きへの構えなどを中心にして指導するが、特に今回は、初動動作に留意
した、助走からジャンプの踏み切りに至る腕振りと足の運びの協応動作のリズムの習得を重要視
して指導した。さらに、一連の動作をスモールステップで細かく指導した結果、指導後には、ほ
とんどの者がスパイクの打ち方を理解し、スパイクを打つ技能を習得していると判断される評価
を獲得することができた。すなわち、スパイクの技術習得においては、初動動作とそのタイミン
グの獲得が、一連の動きの流れを獲得することに重要であるということが示唆された。
運動の学習者においては、その指導が適切に実施されれば、比較的短期間の指導であっても各々
の体力状況に応じて、その運動が「できている」と評価される、適正レベルの運動技術を習得す
ることが可能であることが明らかになった。
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１．はじめに
バレーボールは、１８９５年、アメリカのマサチューセッツ州ホリヨーク市の YMCA体育部担当
主事であったW・G・モーガン（William・G・Morgan）によって創案された。当時アメリカでは、
冬季の活動に適したスポーツが乏しく、その数年前、同じく YMCAで考案されたバスケットボー
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ルは、冬季に屋内で活動することの出来る新しいスポーツとして、急速に人気を博していた。し
かし、モーガンが担当していた受講者のクラスは、中高年層を含む２５歳以上のビジネスマンクラ
スであったために、バスケットボールの運動負荷が強すぎて、彼らにとっては不向きなものとなっ
ていた。そこでモーガンは、彼のクラスの受講者たちに適した“新しいゲーム”を検討すること
にしたのであった。
モーガンの発想から創案されたこの“新しいゲーム”は、運動量を抑え、相手との攻防におい
て直接的な身体接触を避け、中高年層でも気軽に楽しめるレクリエーショナルタイプのゲームで
あることがその条件となった。この発想からモーガンは、コートの中央に一定の高さでネットを
張ることを考え、コート内でプレイする人数に制限は設けず、ラケットではなく素手でボールを
打ち合い、打ち損じてボールを自陣のフロアに落としたら相手の得点にするというゲームを考案
した。１）
翌年モーガンは、この“新しいゲーム”を全米 YMCA体育部担当主事総会の時に、“ミントネッ
ト（Mintonette、ミントンのようなゲーム）”の名称で紹介し、デモンストレーションゲームを実
施した。その際、参加者から、「このゲームの目的はネット越しに互いにボールを打ち返すこと
だから“Volley Ball”という名前の方がわかりやすい」という提案があり、ほどなくこの“新し
いゲーム”は、“バレー・ボール”という名称に変えることになった。２）
このゲームの初期のルールにおいては、相手から返球されたボールへの自陣での接触回数に制
限が無いことや、またコートの広さに応じてプレイをする人数は何人でも良いとされていたこと
など、現行のルールとは大きく異なるものであったが、ネット越しにボールを打ち合い、自陣の
コート内に決してボールを落とさないようにプレイをすることなどは、このゲームの本質的な原
則として、今日においても不変の形式となっている。
１９２２年のルール改正において、戦術面で重要な改正が行われた。それは、相手から打ち出され
たボールを返球する際、味方がボールに触れることが出来るのは、レシーブ後３回までというも
のであった。これにより、レシーブ～トス～スパイクといった３段攻撃が戦術の基本となっていっ
たのである。
１９００年以降、バレーボールは YMCAの体育部担当主事や、アメリカ軍兵士等によって世界各
地に伝播して行くことになるが、１９４０年代半ば頃までは、国毎の違いはあるものの、レクリエー
ショナルな活動として普及することが多かった。しかし、１９４７年の国際バレーボール連盟（FIVB）
の発足によって、「国際ルール」も制定され、国際化が図られると共に、競技性の高いスポーツ
への転身に拍車がかかることとなった。３） １９６４年の第１８回オリンピック競技大会（東京）でバレー
ボールは、男女とも公式競技として採用され、世界的に主要なスポーツとしての地位を築くこと
になった。そして、これによりその競技性を一層高めると共に、その技術面においても高度化と
多様化が図られるようになるのである。とりわけ我が国では、この第１８回オリンピック大会（東
京）において、女子が金メダル、男子が銅メダルを獲得するという成果を残したこともあって、
それまであまりスポーツへの関心が薄かった、家庭婦人を中心としたママさんバレーボールの展
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開等に見られるように、急速にその人気に拍車をかけたのであった。
また現在、中学校および高等学校の保健体育の授業においては、体育分野の「球技」の領域の
「ネット型」の運動種目の１つとしてバレーボールが位置づけられ、多くの学校で実施されてい
る。４）５）さらに、平成２０年に改訂（平成２３年度全面実施）された小学校学習指導要領においては、
体育の「ボール運動系」領域の中学年「ネット型ゲーム、」、高学年「ネット型」の運動種目とし
て、ソフトバレーボールが例示されることとなり、小学校の段階からバレーボールに親しむ土壌
が築かれることになったのである。６）
通常バレーボールは、１個のボールを係争物として、ネットをはさんだ相手側のコートにその
ボールを移動する（落とす）ことによって得点する競技である。したがって、バレーボールの競
争目的は、「ラリーを続け合う」ことではなく、「ラリーを中断させる（相手コート内にボールを
落とす）」ことにある。そのため、レシーブやパスなどの「ラリーを続け合う」ための技術に先
立って、「中断させる」ための技術、すなわちスパイクがより一層重視され、その成功経験がよ
り多く保障されるようなバレーボールの指導が望まれるところである。７）
しかしながら、学生たちが実施するバレーボールのゲームを見ていると、なかなかレシーブ～
トス～スパイクといった３段攻撃による攻撃パターンの出現はなく、サーブを直接レシーブで相
手側のコートへ返球したり、アンダーハンドパスやオーバーハンドパスで同様に返球するといっ
た場面が非常に多くみられる。時折トスがきれいに上がっても、それに素早く反応してスパイク
が繰り出されることは稀であり、高等学校までに部活動等でバレーボールを経験していた者以外
がスパイクを打つ光景はほとんど見ることができない。また、拙著８）によれば、「バレーボールの
技術面でどのような要素に魅力を感じるか」という質問に対して、個人的に習得することのでき
る技術としては、「スパイク」が最も高い値を示していた。しかし、「バレーボールのゲームの中
でスパイクを打ちたいと思うか」という質問に対しては、半数以下の者しか、「スパイク」を打
ちたいと答えていなかった。魅力を感じる個人技術の内でも、最も高い値を示していた憧れのプ
レイにしてはやや低い反応であった。この評価の背景として、「スパイクを打つことができます
か」という質問に対して、「できる」と答えた者は、約１０％しかなく、このことがゲームの中で、
スパイクを打つことに対してやや消極的な回答をもたらせたのではないかと考察している（この
調査対象者は女子のみ）。これまで中学校、高等学校と授業の中で実施し、指導されてきたバレー
ボールであるが、「スパイク」を打てる学生は、なぜ１０％程度しかいないのであろうか。それで
は、どのような指導を行えば、学生たちが確実にスパイクを打つ技術を習得することができるの
だろうか。前回の調査８）は、学生の実感を問うことを中心に行ったものであったので、今回は、
学生のスパイクを打つ技能がどの程度習得されているのかを客観的に調査しようとするものであ
る。そして、新たな視点で検討した、よりわかりやすく合理的にスパイクの技術を習得できる方
法で学生を指導し、その後のスパイクの習得状況の変化を明らかにして、スパイクの技術習得の
ための適切な指導方法も検討しようとするものである。
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２．研究方法
調査対象者は、Ａ大学に在籍する１年生の男子２名、女子９１名と、Ｂ大学に在籍する１年生の
男子４０名、女子１２名で、いずれも小学校から大学までバレーボールクラブ等への在籍経験が一度
もない者とした。バレーボールおよびスパイクに関する質問肢と論述式による調査、各学生のス
パイクの技能調査は、スパイク指導および練習の前と後に実施した。調査およびスパイク指導は、
平成２９年４月～６月に実施した。１時間目に記述式の調査とスパイクの技能調査を行い、続いて
スパイクについての説明と指導を行った。２回目と３回目は、スパイクの指導を重ねながらゲー
ムを交えた練習を繰り返し、４回目に再び記述式の調査とスパイクの技能調査を実施した。
◎ 調査用紙
バレーボールの技術習得に関する調査
学科 学年 年 番号 氏名
◎バレーボール（ソフトバレーボールを含む）の経験年数について
小学校：授業で行ったことが「 ある ・ ない 」
「ある」と答えた人は、何年生の時に行いましたか。複数回答可
１年生 ・ ２年生 ・ ３年生 ・ ４年生 ・ ５年生 ・ ６年生
：クラブ・部活動で行ったことが１か月以上「 ある ・ ない 」
「ある」と答えた人は、何年生の時に行いましたか。複数回答可
１年生 ・ ２年生 ・ ３年生 ・ ４年生 ・ ５年生 ・ ６年生
中学校：授業で行ったことが「 ある ・ ない 」
「ある」と答えた人は、何年生の時に行いましたか。複数回答可
１年生 ・ ２年生 ・ ３年生
：クラブ・部活動で行ったことが１か月以上「 ある ・ ない 」
「ある」と答えた人は、何年生の時に行いましたか。複数回答可
１年生 ・ ２年生 ・ ３年生
高 校：授業で行ったことが「 ある ・ ない 」
「ある」と答えた人は、何年生の時に行いましたか。複数回答可
１年生 ・ ２年生 ・ ３年生
：クラブ・部活動で行ったことが１か月以上「 ある ・ ない 」
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「ある」と答えた人は、何年生の時に行いましたか。複数回答可
１年生 ・ ２年生 ・ ３年生
◎あなたのバレーボール経験年数は、
授業 年 クラブ・部活 年
◎バレーボールを見るのは好きですか。
「 嫌い ・ あまり好きではない ・ どちらともいえない ・ やや好き ・ 好き 」
◎バレーボールをするのは好きですか。
「 嫌い ・ あまり好きではない ・ どちらともいえない ・ やや好き ・ 好き 」
◎バレーボールをするのは得意ですか。
「 苦手 ・ あまり得意ではない ・ どちらともいえない ・ やや得意 ・ 得意 」
◎スパイクの打ち方を習ったことはありますか（ 授業・クラブ・部活を含む ）。
「 ない ・ 少しだけ習ったことがある ・ しっかりと習ったことがある 」
◎スパイクを練習したことがありますか（ 授業・クラブ・部活を含む ）。
「 ない ・ 何度か練習したことがある ・ しっかりと練習したことがある 」
◎スパイクを試合で打ったことがありますか（ 授業・クラブ・部活を含む ）。
「 ない ・ 何度か打ったことがある ・ いつも打っている 」
◎スパイクを打ってみて
「 全く打てない ・ あまり打てなかった ・ どちらともいえない ・ 何とか打てた
・ 上手く打てた 」
◎スパイクを打った感想
（上手くできたこと、できなかったこと、難しかったこと、わからないことなど）
◎スパイクの打ち方を習って
・スパイクの打ち方がわかりましたか。
「 全くわからない ・ あまりわからない ・ どちらともいえない ・ 少しわかった
・ よくわかった 」
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・スパイクを打ってみて
「 全く打てない ・ あまり打てなかった ・ どちらともいえない ・ 何とか打てた
・ 上手く打てた 」
◎スパイクを打った感想
（上手くできたこと、できなかったこと、難しかったこと、わからないこと、理解できたことな
ど）
３．結果および考察
調査対象者の内、小学校でバレーボール（ソフトバレーボールを含む）の授業を受けた経験の
ある者は、男子２６．２％、女子４５．１％、中学校では、男子６４．３％、女子９１．２％、高等学校では、男
子７１．４％、女子８５．３％であった。一方、小学校、中学校、高等学校の全てにおいて、学校の授業
でバレーボールを経験したことがないという者が、男子１１．９％、女子１．９％いた。これは、平成
５年の調査の際の対象者（その時は全て女子学生）の全員が「中学校と高等学校でともにバレー
ボールを経験した」という状況に比べて、バレーボールの授業での実施頻度が少なくなっている
ことがわかった。ところが、小学校でバレーボールの授業を受けた経験のある者は、女子の場合、
平成５年の調査では２８．６％であったが、今回は４５．１％と大きく増加していることがわかった。こ
れは、現行の小学校学習指導要領の「体育のボール運動系」の領域の中に、ソフトバレーボール
が例示されたことによるものと考えられ、今後のバレーボール普及発展という観点から期待した
いところである。但し、女子の実施状況に比べて男子の小学校での実施頻度が２６．２％と低いこと
は、中学校と高校でのバレーボールの実施も含め気に掛かるところである。
「バレーボールを見るのは好きですか」という質問に対して、図１のように男子は７６．２％、女
子は８３．５％の者が、「好き・やや好き」と答えており、「嫌い」と答えた者は、男女を通して一人
もおらず、バレーボールに対する変わらぬ指向性と人気の高さを窺わせている。しかしながら、
「バレーボールをするのは好きですか」という質問に対しては、図２のように男子は６４．３％、女
図１ バレーボールを見るのは好きですか
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子は４３．７％の者しか「好き・やや好き」とは答えていない。その理由として、「バレーボールを
するのは得意ですか」という質問に対して、図３のように男子では３８．０％が、女子では何と７３．８％
が「あまり得意ではない・苦手」と答えているのである。このことは、バレーボールそのものに
は非常に好意を持っているものの、いざ行おうとするとなかなか思ったようにプレイすることが
できず、あまり楽しめていないということが窺えるのである。小学校、中学校、高等学校を通し
て比較的なじみもあり、実施した経験も多い競技であるにもかかわらず、その基本的な技術が十
分に身についていなかったことが、この大きな要因になっていると思われる。中でも、学生がゲー
ムを実施する際になかなか出現しないスパイクは、その典型的な技術であると考えられるのであ
る。
とは言え、図４のように「スパイクの打ち方を習ったことがありますか」という質問に対して
は、男子の４７．６％、女子の６７．９％の者が、「しっかり・少しだけ習ったことがある」と答えてい
る。「スパイクを練習したことがありますか」という質問に対しても、男子の５０．０％、女子の６４．１％
の者が、「しっかり・何度か練習したことがある」と答えており、約半数以上の学生たちは、こ
れまでにスパイクの打ち方を習い、練習も行ったことがあるのである。しかしながら、「スパイ
クを試合で打ったことがありますか」という質問に対しては、男子の５９．５％、女子の８１．６％が「な
い」と答えている。このことは、練習したスパイクを打つ技術が、学生たちにほとんど習得され
ていなかった可能性があることを示すものであると思われる。
図２ バレーボールをするのは好きですか
図３ バレーボールをするのは得意ですか
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そこで本研究では、この点を実証するために、学生たちのスパイク技能の調査を実施した。ス
パイク技能の評価は、下記の５つを評価基準として、スパイクの打ち方の指導前と指導後におい
て各々５段階評価で実施した。そして、「評価３」以上と判定された者は、スパイクの打ち方を
理解しスパイクを打つ技能を習得していると判断した。
評価１．トスされたボールにほとんど反応できず、ボールを手に当てることに苦労している。
評価２．ボールを手に当てて相手コートに返球することはできるものの、スパイクの助走がで
きていない。
評価３．トスされたボールの下にスパイクの助走のリズムで入ることはでき、不充分なジャン
プながら、相手コートにボールを打ち返している。
評価４．トスされたボールの下にスパイクの助走のリズムで入り、充分なジャンプをすること
はできるものの、力強くボールを打つことができない。
評価５．トスされたボールの下にスパイクの助走のリズムで入り、充分なジャンプをして、力
強くボールを打つことができる。
スパイクの打ち方の指導をする前に、学生にスパイクを打たせてその感想を聞いたところ、「全
く・あまり打てなかった」と答えた男子は５９．６％、女子は７１．８％であったが、スパイク技能の評
価で「評価１・評価２」と判断された男子は３８．１％、女子は８７．４％であった。したがって、男子
はスパイクの打ち方の指導を行う前において、すでに約６０％の者がスパイク技能を習得していた
が、女子は前回の調査８）同様に、指導前には約１０％程度の者しかスパイク技能を有していなかっ
たことがわかった。しかも男子はスパイクを打った感想よりもその技能評価の方が高く表れ、女
子はその逆の傾向が見られた。男子の場合、これまでバレーボールの試合で「スパイクを打った
ことがない」と答えた者が多かった要因の一つは、スパイクを打つ技能の有無よりも、スパイク
を打つ自信の有無によるものが大きかったと考えられる。
次に、スパイクの打ち方の指導をした後に、学生にスパイクを打たせてその感想を聞いたとこ
ろ、「全く・あまり打てなかった」と答えた男子は２．４％、女子は７．８％であり、スパイク技能の
図４ スパイクの打ち方を習ったことがありますか
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評価でも「評価１・評価２」と判断された男子は０％、女子は１．０％であった。これは、今回の
スパイクの打ち方の指導によって、ほぼ全員がスパイク技能を習得することができたことを示し
ていると考えられる。スパイクの指導後、学生に「スパイクの打ち方がわかりましたか」という
質問をしたところ、「少し・よくわかった」と答えた男子は９７．７％、女子は９６．１％であり、この
ことによっても、学生たちがスパイクの打ち方の方法論を理解したうえで、スパイク技能を習得
したと言うことができるであろう。
４．スパイクの打ち方の指導の要点
 本研究のスパイク指導の改善点
本研究において実施したスパイクの指導は、スパイク技術の習得がまだ未熟な者、あるいは初
歩的な段階にある者（以下初心者とする）を念頭に置いて実施したものである。すなわち、どの
ようにしてスパイクを打つのか、またどのようにすればスパイクが打てるのかということを短期
間の間で指導し、まずその具体的な方法を知識として充分に理解させ、その上で各自が習得した
方法論をもとにして、各々の身体能力に応じたスパイクが打てるようになることを目標としたも
のである。
今回の調査において、スパイクの指導を行う前に、実際にスパイクを打ってみての感想を自由
図５ スパイク技能の評価（男子）
図６ スパイク技能の評価（女子）
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記述で尋ねたところ、男女を問わずよくわからなかったこと、上手くできなかったこととして、
「スパイクを打つ動作」と「タイミング」ということが指摘された。「スパイクを打つ動作」と
は、助走からジャンプをしてボールを打ち、着地をするまでのスパイクを打つ一連の体の動きに
ついてであり、「タイミング」とは、一つはスパイクを打つための助走を始める動き出しのタイ
ミングであり、もう一つはジャンプをするタイミングのことであった。一般的にスパイクを打つ
上で大切なポイントとして次のようなことが挙げられている。９）
 助走に入る前の開き（体勢）と位置の取り方
 助走から踏み切り時のステップの仕方
 ジャンプの仕方
 腕のバックスイングとボールへのミートの仕方
 着地時の姿勢と次の動きへの構え
しかしながら、これらのポイントはいずれも重要なものではあるが、それぞれが断片的に説明
されているにすぎなく、助走から着地までの動作が、一連の動きとして捉えられ、説明されては
いない。そこで、前回の調査８）においては、スパイクを一連の動きとして捉え、助走して踏み切
り、ボールを打って着地するという、全体の動作ができるだけ滑らかに行えるようにすることが
重要であるとして、個々の動作の注意すべき点に配慮しながらも、「タン・タ・ターン」という
全体のリズムを獲得することを念頭に置いて指導したのであった。
その結果、スパイクが「全くできなかった」という者は減り、「一応できた」という者は増え
る傾向が見られたが、「あまりできなかった」という者が、なお、半数以上いたことに着目して、
スパイクを一連の動作として捉えた時、その鍵となる助走から踏み切りに至る動作のうち、トス
されたボールに合わせてスタートを切る時点（初動動作）の、腕の振りと足の運びの協応動作と
そのタイミングに、より重要なポイントがあると考え、この２つの動作を明確に関連づけながら
丁寧に指導を行った。
 スパイク指導の実際
今回のスパイクの指導も、前回同様３歩の助走で踏み切るスパイクの方法１０）を取り上げて実施
した。前回の指導においては、助走のスタート時点において腕の動きと足の運びの協応動作をわ
かりやすく説明するために、腕は両方とも前方に伸ばして構え、助走の１歩目となる左足（右利
きの場合）も軽く上げて準備する方法を提唱した。この方法は、スパイクを習得するための初歩
的な段階での指導であるとしながらも、この構えから助走を始めると、両腕と左足を同時に下ろ
すことが容易になり、助走のスタートを正確に切ることができると共に、踏み切りまでのスパイ
クのリズムをほぼ確実に掴むことができるとしたのであった。１１）しかしながら、この動作を習得
し、スパイクのリズムの理解が進む中で、実際にボールを打ってスパイクの練習を実施したり、
試合を行っていくとなかなかスパイクが出にくい状況が見られたのである。これは、初歩的な練
習段階としてのスパイクの動作と、実際の試合等におけるスパイクの動作の間にいくらかの隔た
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りがあったものと思われ、このことが、指導後の感想において「あまりできなかった」という者
が、半数以上いたということに繋がったのではないかと考えられる。
そこで今回は、試合の場面などを想定して、より実際に近い形での指導を試みることにした。
すなわち、スパイクの助走のスタートにおいては、両腕も左足も下ろしたままの姿勢から始動す
る方法で、スパイクのフォームやリズムを習得させるように試みたのである。スパイクの形式は、
前回同様、両腕を同時に動かして両足で踏み切る３歩助走のスパイクである。
まず、両腕を前方に伸ばし、左足を軽く上げて構える姿勢（右利きの場合）から、両腕と左足
を同時に下ろし、「タン・タ・ターン」のリズムで左・右・左と足を運んで、両足でジャンプす
るスパイクのフォームを作ることから始めた。次に両腕のみを上げた構えから、左足を軽く上げ
る動作で動き始め、両腕と左足を同時に下ろす動作でフォームを作っていく。さらに、両腕と左
足を共に下ろしたままの構えから、両腕と左足を同時に上げて同時に下ろす動作で一連の動きの
完成を図った。実際のスパイクを打つ場面においては、トスが上がるそのタイミングで両腕と左
足を同時に上げるよう指導し、適切な高さ以上にボールがトスされた場合には、２歩目と３歩目
の足の運びを遅らせることで、調節するように促した。
そして、３歩目の足の運びにおいて、左足かかとからつま先を内側に向けて横向き（斜め）に
踏み込み、体が前方に流れていくことを防止する方策も指導した。１２）同時に、この際右足も体の
動きにつられて前に出てしまい、両足ジャンプが左足だけの片足ジャンプになることがしばしば
起こるので、ジャンプをする直前に「タン・タ・タ」のリズムで、この段階で動きを意図的に一
旦止め、しっかりとした両足ジャンプができるように意識をさせた。
この指導の結果、スパイク技能の調査において、スパイクの指導を受ける以前にスパイクを打
つ技能が不十分であると評価された「評価１」および「評価２」の学生たちが、ほとんど「評価
３」以上を得ることができたことは、今回の初心者を対象としたスパイク技術の指導の有効性を
示唆するものであると思われる。
５．おわりに
本研究は、学習者が運動の技術習得において、その運動の指導によってどのように変容するか
を評価調査という形式で明らかにすることを目的とした。とりわけ今回は、初心者に対するバレー
ボールのスパイク技術の習得に着目し、これまで実施してきた指導方法に新たな視点を加え、そ
の有効性を検討することを試みた。
スパイクの技術指導においては、初動動作に留意した助走からジャンプの踏み切りに至る腕振
りと足の運びの協応動作のリズムの習得を重要視して指導した。さらに、一連の動作をスモール
ステップで細かく指導した結果、指導後には、ほとんどの者がスパイクの打ち方を理解しスパイ
クを打つ技能を習得していると判断される評価を獲得することができた。すなわち、初動動作と
そのタイミングの獲得が、一連の動きの流れを獲得することに重要であるということが示唆され
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た。今回の技術指導においては、初動動作のタイミングに重点を置いたため、もう一つの重要な
テーマである「ジャンプをするタイミング」については触れていない。この点につては、今後の
課題としたい。
運動の学習者においても、その指導が適切に実施されれば、比較的短期間の指導であっても各々
の体力状況に応じて、その運動が「できている」と評価される、適正レベルの運動技術を習得す
ることが可能であることが明らかになった。
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